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市公式ＬＩＮＥ・市ホームページ・市公共施設予約システムの

リニューアルについて 

１ 趣   旨 

市では、これまで国のデジタル田園都市国家構想に呼応し、ＤＸ（デジタルトランスフォー

メーション）を推進するため、外部の専門人材である「大船渡市デジタル推進アドバイザー」

の設置や、入庁後２～５年以内の職員を対象とした「大船渡市ＤＸ人材育成塾 2024」の実施な

ど、様々な取組を展開してきました。 

とりわけ、令和４年度からは、庁内横断の「大船渡市デジタル創生研究プロジェクト・チー

ム」による研究を継続し、その成果を基に、市公式ＬＩＮＥの機能拡充を図るとともに、市ホ

ームページと市公共施設予約システムをリニューアルし、令和７年３月に運用を開始しました。 

運用にあたって、市公式ＬＩＮＥ、市ホームページ、市公共施設予約システムのそれぞれの

機能連携を図ることにより、利便性の高いデジタルサービス基盤を構築したものです。 

※このうち、市公式ＬＩＮＥ、市公共施設予約システムに関しては、国のデジタル田園都市国

家構想交付金（デジタル実装タイプ）を活用しています。 

２ 市公式ＬＩＮＥの概要等 

■目的等 

・市民等がニーズに合わせてより効率的に行政情報を収集できるプル型配信の充実により、各

種手続きのオンライン化等を促進する。 

・市民等が欲しい情報だけが届くプッシュ型配信の効果的な実施、さらに市民が行政に向けて

情報伝達できる機能の導入など双方向のコミュニケーションを深化させる。 

・ＬＩＮＥをポータル機能として、市ホームページとの連携により、情報アクセシビリティの

向上や発信力強化を図る。 

■事業費／約 2,300 千円 

 

▼市公式ＬＩＮＥ 友達登録▼ ▼〔受信設定〕のお知らせ▼ 
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▼リッチメニュー〔くらし〕▼ ▼リッチメニュー〔防災〕▼ ▼リッチメニュー〔ちょっと も
っと ずっと おおふなと〕▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 市ホームページの概要等 

■目的等 

・情報アクセシビリティの向上や発信力を強化し、利用者にとって使いやすく、魅力的なホー

ムページを構築し、行政情報の総合基地としての機能を高める。 

・サブサイトとして、シティプロモーションサイト、観光サイトの二つを作成した。 

■事業費／約 16,000 千円 

 

▼市ホームページ トップページ▼ 
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▼シティプロモーションサイト▼ ▼観光サイト▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 市公共施設予約システムの概要等 

■目的等 

・市の公共施設の利用及び予約管理について、クラウドサービス型の公共施設予約システムの

導入により、オンライン申請やキャッシュレス決済等を実装し、利用者の利便性を一層高め

ながら、「行かない窓口」の実現に向けた取組を進める。 

■事業費／約 8,100 千円 

 

▼公共施設予約システム▼ 

 

 

 

 

 


